
2１年 度 役 員 19 名  各 位  

○写 事務局・活動局・監査委員 1８名 
 
 

  逆瀬台小学校区まちづくり協議会「ゆずり葉コミュニティ」 

      １０月度役員会開催のお知らせ（ご案内） 

ご多忙のところ、万障繰合わせの上ご出席の程、よろしくお願いします。 

日 時：平成２１年１０月４日（日） １０：００～１２：００ 

場 所：逆瀬台小学校内 「ゆずり葉コミュニティルーム」 

≪ 議  題 ≫ 

報 告  

(1) 8/31(月)「地域創造会議の提案事項」について市長に申入れ    (事務局長) 

     ★ 地域テーマ「拠点施設の有効活用に伴う諸方策」 

      7/16 教育長から回答 7/28 兵庫県庁へ調査 8/25 兵庫県警現地踏査 

      8/31 ３役と中川市長・市民協働推進課へ申入れ 

      9/16 ３役と逆小校長＆ＰＴＡ役員に説明 

     ★ 資料 １／１４頁 「駐車スペースの確保」＝ 黄地役員 

          ２／１４頁 兵庫県教育委員会「余裕教室活用ガイドライン」 

(2) 9/4（金）「高齢者福祉のボランティア活動」の座談会について     （会長） 

     ★ 資料 ３～６／１４頁  「移動手段」の具体化 

(3) 9/24(木)「第１回まちづくりフォーラム実行委員会」について   （黄地役員） 

     ★ H22-2/28(日）宝塚市立東公民館で開催。「一言メッセージ」を 12 月市広報で募集 

     ★ 資料 ７／１４頁  「提案(構想)について」 

(4)「ゆずり葉まつり」「運動会(ボール運びリレー)」について     （事務局長） 

     ★ フリーマーケットが中心。「エコキャップ運動」に参加 

  (5) 11/29(日)「平成２１年度マンションの自治会連合会加入促進説明会」 （会長） 

  (6) 地域活動団体の発表の場「パネル展示会」について          （会長） 

     ★ 10/29(木)/30(金) 光中総合文化発表会「ゆずりは文化教室（絵画教室）」 
     ★ 阪神北県民局「地域見本市」⇒「阪神北地域ビジョン委員会シンボルプロジェクト」 

     ★ 11/22(日) 兵庫県「地域コミュニティ・アワード2009」各県民局から２地域指定 

      ≪ゆずり葉コミュニティ(テーマ・自然豊かな裏山の緑の創出事業 ～コンセプト 

      ①景観・環境づくり ②やすらぎ・健康づくり ③防災・サロンの広場づくり～ 

      ④生物多様性)≫、≪伊丹市の団体≫ 

  (7)「育成会同伴下校のボランティア参加」について         （活動局長） 

     ★ 資料 ８／１４頁 「逆瀬台小学校区見回りグループ」 

 議 案 

(1) 活動事業助成金の配賦について(県民交流広場事業)       （活動局長） 
     ★ 9/6(日) 申請締切：「逆瀬川パークマンション子供会」15,000 円 

「比翼の会」20,000 円   資料 ９～１２／１４頁 

 ＊＊ その他事項について 

     ★「平成２１年度８月度役員会」議事録   資料１３～１４／１４頁 

以  上 

逆瀬台小学校区まちづくり協議会
「ゆずり葉コミュニティ」

会長 中 村 一 雄
TEL ７２－５６４４ 

平成２１年９月２８日



中村さま         「駐車スペースの確保」 

何時もお世話になります。 

 本日の議案にありました掲題の件について黄地所見（本日の発言のまとめ）を、忘

れぬうちに記述させて頂きます。 

＜前提条件＞ 

（１）各々の条令・法案には、それを定める「目的」「理念」が先ずあり、その「目 

的」「理念」を実現するに必要な条文が記述されている、と考えております。 

（２）当該場所（道路）を道路から学校敷地に用途を変更するとの提案は、掲題の要

望を実現するための方法の一つとして、タウンミーティングの場で「阪上（前）

市長＝行政の長」から初めて提案されたのであり、地域住民はこの方法に固執し

ているわけでは無い、と考えております。 

＜発言骨子＞ 

（Ａ）今回の回答書は「行政が自ら提案したことについて自ら否定した？」ものに過

ぎず（何故か実現するための手法のみ否定した！）本来の住民の要望である「駐

車スペースの確保」への回答として、まったく「的外れ」と考えております。 

   理由は「道路を学校敷地に用途変更する要望を市長に行った」のでは無く「公

共の用に供する施設（学校/デイケアセンター/コミュニティセンター）の立地条

件が悪く、高齢化率も高く、車輛を使用をせざるを得ない場合が多いため、「駐

車スペースの確保」を要望したのです。 

（Ｂ）回答書の内容についても、制定の目的・理念を忘れ、単に条文を棒読みしたに

過ぎないもの、と思えてなりません。いわゆる「区画調整区域の指定解除」につ

いてさえ、公共の用に供する施設を設ける場合には、指定解除に道が開かれてお

ります。 

   住民が要望している「駐車スペース」は正に「公共の用に供する」ものと考え

ており、個人の用に供するものと同一基準で判断/裁量を行うべきでは無い、と

考えております。 

（Ｃ）（従って）答弁及び回答が教育長からなされたこと自体、甚だ疑問です。 

   彼の立場では県条例を持ちだすことが当然なのでしょうが、既に多くの権限が

県から市へ委譲されている現状を考えると、違和感を覚えます。ただし教育行政

については「県が多くを占めている」と聞いております。万一「市長＝行政の長」

が地域に適合した適切な運用/裁量を行えないとすれば、宝塚市民にとって大変

不幸なことと考えております。 

とりあえず、乱文で申し訳ありませんがお送りさせて頂きます。三役会、で 

ご検討頂ければと存じます。 

光ガ丘 黄地 

１／１４頁

平成２１年８月２日
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 校区高齢化率が宝塚市内で断トツの３５％ 

『高齢者福祉のボランティア活動を如何にするか』について語る 
                （１０月 1日付「ゆずり葉だより」秋号 1面～２面掲載） 
 

参加者：井箟、千秋、田麦、白井、徳高、株本、戸田、常岡、山岡、友田、岡原、大迫、川上、 

    國司、中村、結城(記録)、（１６人） 

日 時：平成２１年９月４日(金)午後 1 時３０分～   場所：ゆずり葉コミュニティ事務室 
 

 ＊＊＊ 参 考 資 料 ＊＊＊ 

(1) 第５次宝塚市総合計画(平成 23 年度を初年度)への提案 

   ① 元気な高齢者 ⇒ 奉仕活動の場を提供する。例：公園環境保全活動報償金交付制度、

協働のまちづくり公募補助金制度等の充実（有償ボランティア制度の採用）。 

   ② 独居・病弱な高齢者 ⇒ 防犯・防災の見守り体制、連絡体制を一層強化。 

(2)「地域ごとのまちづくり計画」の策定(平成 15 年度に提案) 

   ★ 自然を活かした健康長寿のまちづくり 

     高齢者が何時までも健康で、介護の要らない暮らし(ピンピンコロリ・ＰＰＫ運動)。 

(3) スウェーデン方式の高齢者福祉 

   ★ 高齢者向きの公園再開発(ゲートボール・東屋）、日常生活の相談・安心及び行き倒

れ緊急時のネットワーク、食料品備蓄倉庫。 

(4)「逆瀬台地区センター」：宝塚市社会福祉協議会 

   第２ブロックの地域福祉活動拠点として担当職員を配置し開設。 

   地域福祉活動拠点の場をつくり福祉課題を抱えている人々の「相談」「広報・情報発信」

「ネットワークづくり」「研修・教育」「人材育成」などの機能を持って、いつまでも住

み慣れたまちで、自分らしくいきいきと暮らしていけるような①コミュニティや小地域

での福祉活動を支援します！②地域福祉課題を解決するために“話し合いのテーブル

づくり”や“協働活動の立上げ”を支援します！③地域福祉活動に取り組む上で必要

とされている、日常生活圏域における“場づくり”を進めます！ 

(5)「逆瀬川地域包括支援センター」：宝塚市委託事業：聖隷福祉事業団 

   ★ 介護予防や地域の総合的な相談の拠点。自宅訪問可能。 

★ 保健師等①、社会福祉士②③、主任ケアマネジャー④、の専門職が連携して支援。 

    ①「介護予防ケアマネジメント」 ②「総合相談・支援」 

    ③「権利擁護、虐待早期発見・防止」 ④「地域のケアマネジャーなどの支援」。 

(6) 高齢者向けの居住施設 

   ① 養護老人ホーム(心身機能が衰え居宅での生活が困難で住民税非課税)、② 軽費老人 

ホーム(６０歳以上の家庭環境・住宅事情)、③ ケアハウス(６０歳以上自分の身の回り 

ができ、ひとり暮らし(高齢者夫婦含む)）、④ 有料老人ホーム(介護付有料老人ホーム、 

平成 21 年 8 月 21 日

ゆずり葉コミュニティ
会長 中 村 一 雄 
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住宅型有料老人ホーム、健康型有料老人ホーム）。 

(7) 施設(健康・介護予防)サービス 

★ 社会福祉協議会：① ミニディサービス(地域の人が中心となり体操、レクリエーシ

ョン、趣味の活動「介護予防の場」を開催)。 ② ふれあいいきいきサロン(地域が

中心となり、茶話会、手芸、健康や介護予防教室など仲間づくりやふれあい活動)。

③ 小規模多機能型ケア（宅老所開設） 

★ 宝塚市通所型介護予防事業：はつらつ高齢者の会(生活機能の低下を予防するため、

身体活動量の維持・増加、栄養改善・口腔機能向上等を目指す介護予防教室。 

運動１，０００円・口腔４００円・栄養４００円)。 

(8) 家庭で介護している場合のサービス：① おむつ給付。 ② 在宅高齢者介護手当て(要介

護４・５の高齢者を在宅介護し市民税非課税世帯)。 ③ 徘徊高齢者家族支援サービス事

業(認知症高齢者が徘徊した時、早期発見装置により居場所を家族に伝える)。 ④ リフ

ト付きタクシー料金助成(要介護４・５で外出困難な在宅高齢者)。 ⑤ 福祉タクシー料

金助成(要介護４・５で外出困難な在宅高齢者)。 ⑥ 訪問理美容サービス(要介護４・５

で理美容に出向くのが困難な在宅高齢者)。 ⑦ ねたきり高齢者マッサージサービス(居

宅でのマッサージサービスを月 1回提供)。 

(9) 安心して生活を送るためのサービス 

   ★ 社会福祉協議会：① 独居高齢者等緊急通報システム(常時見守りが必要な独居高齢

者が、近隣で福祉協力員３名を指名し緊急装置を用い受信センターに通報)。 

    ② 福祉電話(民生児童委員が独居高齢者に１～２回／週電話をかけ安否確認)。 

   ★ 地域包括支援センター：① 生活援助等サービス（ホームヘルプサービス）(ホーム

ヘルパーが家庭訪問して買物、掃除、調理等行う。６５歳以上の高齢者世帯で市民税

非課税世帯、自己負担４４０円／Ｈ)。 ② 配食サービス（昼食を自宅は配達・安否

確認。安否確認の必要な６５歳以上の高齢者世帯。５４０円／１食）。 ③ 高齢者日

常生活用具の給付(電磁調理器または自動消火器の給付。独居高齢者及び高齢者のみ

の世帯で心身機能の低下により、防火等の配慮が必要な人)。 ④ 住宅改造資金助成

事業(６０歳以上の高齢者のいる世帯で既存住宅の改造・増改築に伴う費用の助成)。 

   ★ 介護ファミリーサポートセンター：６５歳以上の高齢者等がセンターに会員登録を

して日常生活の支援を受ける。 

   ★ ＮＰＯ法人宝塚成年後見センター：成年後見制度 

(10) 地域福祉活動拠点の整備 

自治会館、マンション管理組合集会所(室)、ディセンター交流広場、ゆずり葉コミュニティ

ルームなど：気楽に集える場づくり、ふれあい交流、相談窓口、福祉学習会、世代間交流。 

(11) 介護保険制度： 

 

   宝塚市(保険者)≪委託＝地域包括支援センター≫   ４０歳以上のわたしたち(被保 

   険者)   サービス事業者(社会福祉法人、医療法人、民間企業、ＮＰＯなど)    
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(12) 安心生活創造事業  健康福祉部 健康長寿推進室 いきがい福祉課 委託事業＝社協 

   要援護ひとりぐらし世帯の見守り支援の基礎づくり。 

   定期訪問 例：買物の注文表の記入、外出の付き添い、料金＝＠５００円／Ｈ 

(13) 生活・介護支援サポーター養成事業：地域助け合い活動の基礎的知識研修 

   研修終了後⇒安心生活創造事業の訪問員  宝塚市・委託事業＝社協 

(14) 災害時要援護者支援制度  都市安全部 危機管理室 安全安心課 

   高齢者・障害者を災害から守るための支援制度：５箇所の自治会のモデル地区事業(千種、 

   向月町、鶴の荘、武田尾、山本台）災害時の緊急事態において、安全な避難等を支援する制度 

   調査票：支援を要望する⇒自治会、民生委員に情報提供を同意。 

   ★ 平素の見守り・声かけや安否確認、避難の手助け。 

(15) 自治会・地域高齢者見守りネットワーク支援事業：宝塚市社会福祉協議会 

   ・自治会が主体となり、日常的な見守り活動の創設とステップアップ。 

・災害時の要援護者の救援活動。安否確認・避難誘導支援体制づくり。 

・【例】要援護者リストアップ、高齢者マップ、ゴミ出し、買物代行、通院補助、 

屋内清掃、巡回訪問、隣保共同の精神。 

(16) 逆瀬台自治会  ≪福祉部≫ 

   いきいきサロン、ふれあい活動、男声・女声コーラス、その他各種の集い多数。 

(17) 光ガ丘福祉活動委員会：平成２１年度総会＝２０周年 

   いきいきサロン、ふれあい活動、健康体操、敬老のお祝い、その他各種の集い多数。 

(18) 民生児童委員   校区内：13 名 

   民生委員法：昭和 23 年施行 改定＝社会福祉の増進⇒プライパシー問題 

(19) ＮＰＯ活動として「社会的な使命の達成を目的に、市民が連携し、自発的かつ非営利で

行う社会的、公益的活動」：活動の分野は１７種類に分類され第 1号の保健・医療又

は福祉の増進を図る活動に該当。高齢者・障害者支援、医療に関する普及・啓発活動。 

★ ＮＰＯ法人きらり「支えあい・助け合い」に基づいた社会貢献ボランティア活動。 

 事業：障害者自立支援法や介護保険法に基づく事業の他、生活支援サービス事業。 

(20) 健康や生きがいづくり：スポーツクラブ２１ゆずり葉 

   ★ 地域社会の一員として心豊かに暮らし続けるためスポーツを通じて地域の仲間づく 

りを推進。スポーツ(卓球)・歩いて(ハイキング）・歌って(カラオケ）で健康づくり。 

(21) 高齢者福祉活動には、『協働の場づくり』と『福祉情報』の受発信活性化が大事＝インタ

ーネットの有効活用(ホームページ、掲示板、ブログ)、広報紙掲載。 

以 上 ５／１４頁
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                           平成２１年９月２６日 

                           ゆずり葉コミュニティ 

                            会長 中 村 一 雄  

 

 

平成２１年９月２４日(木)、開催の第１回フォーラム実行委員会での提案について 

  ≪平成２０年度表示≫ 主催：宝塚市自治会連合会、宝塚市内２０のまちづく 

り協議会、(特)宝塚ＮＰＯセンター、宝塚市 

 

 

              ＊＊＊ 記 ＊＊＊ 

まちづくりフォーラム実行委員会の構成メンバーが、まち協２０名に対し自治会連

合会５名で、実りあるフォーラムの企画・運営を行うという中村委員の疑義提示に対

し、事務局(市民協働推進課)から「それは自治会連合会の内部の問題です」との発言

があり、事務局も出席していた「神戸市円卓会議」を敢て引き合いに出させて頂きま

した。私(黄地委員)は、どちらか一方の問題ではなく其々がバラバラに内部で検討・

協議では双方の共通認識を得られない、と考えていることを伝えたうえで、下記の提

案を事務局に行いました。 

 

― 提案（構想）について ― 

フォーラムのみならず「自治会：連合会」と「まち協」の間で、其々の「立場・役

割・関係」について「検討委員会」（合計２０名以内）で議論を行い「答申書：たた

き台」を作成し、双方に提案を行い其々の意見をまとめて頂く。もし、両者の意見に

乖離があれば、再度「検討委員会」が協議を行い再度「答申書」を作成し、双方に提

案を行い其々の意見をまとめて頂く。必要に応じこのプロセスを繰り返し、最終答申

書として「自治会（連合会）とまちづくり協議会の役割」をまとめ両団体の共通認識

（規範）としたい。「検討委員会」の構成メンバーは其々の団体の推挙があれば、必

ずしも会長・役員にこだわらない。という提案を事務局に行いました。 

 

                             以  上 

役 員 会 資 料 
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平成 21 年 8 月 2 日 
逆瀬台小学校区まちづくり協議会 

会長 中村一雄 
書記 日比明男 

 
「平成 21 年度 8 月度役員会」議事録 

 
日時   平成 21 年 8 月 2 日（日）10:00－12:10 
場所   ゆずり葉コミュニテイルーム 
出席者  議決権者： 中村、井箟、中山、田麦、大政、濱名、森田、春日、 
           徳高、名古、平田、新田、野田、鈴木、鬼頭、黄地、 
           飛松、千秋、 計 18 名        （欠）坂本 
     非議決権者: 国司、宮部、西沢、日比 

 
《報告事項》 
 （１）7／11（土）の ｢第２ブロック地域創造会議｣について。 （活動局長より説明） 

    資料 1／8~8／8 、行政からのテーマ、地元からのテーマそれぞれについて。 

 （２）7／16（木）同上⑤の提案について市教育委員会から回答があった。  

    行政には現場をよく見て判断することを要請、それと共にもっと利用者側として

の意見を出すことが肝要。                （会長より説明） 

 （３）7／10（金）西山幼稚園夏祭り（イベント支援隊（組）について。 

光ケ丘自治会主体で行われた。             （黄地役員より報告） 

（４）協賛金の入金状況について。              （事務局長より報告）

（ゆずり葉台自治会を除き入金確認すみ） 

 （５）10 月 1 日発行の「ゆずり葉だより」57 号について。   （事務局長より報告）  

    9 月 11 日（金）原稿締め切り 9 月 29 日（火）10:00－11:00 各グループ引き取り。 

 （６）「宝塚市健康づくり推進員｣の推薦について。     （国司活動委員より報告） 

    ★国司恒雄、大川浩幸、西岡嘉一郎、安平玲子の 4 名を市へ推薦する予定。  

 （７）7／3（金）「野上児童館運営委員会」について。     （会長より説明報告） 

 （８）7／22（水）｢宝塚市社会福祉協議会｣評議員会（資料 3 頁） 

   「生活・介護支援サポーター養成事業｣、｢安心生活創造事業｣について。 

    国の事業であり 8 月中に地域民生委員と話し合いをする予定だがプライバシイの 

    問題もある。                     （会長より経過説明） 

 （９）隔月刊誌「NPO マネジメント」で当会活動の情報開示を評価してもらっている。 

    （資料 7／8 頁）                     （会長より報告） 
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《議決事項》 

  議案（１）宝塚市補助金（第 4 号）申請について。（別紙資料） 

       ¥170,000 7 月 30 日入金確認       （詳細内容を会長より説明） 

  議案（２）活動事業助成金の配賦について。（別紙資料） 

       「ゆずり葉文化教室」３万円（県） 

       「県民交流広場事業予算」残余金 １１万円 9 月 6 日（日）申請締め切り 

                            （詳細内容を会長より説明） 

（１）及び（２）何れも全会一致で承認  

   

  議案（３）「ゆずり葉まつり」について （フリーマーケット主体） （会長より説明） 

       ゆずりは会と学校が協議して進められそれにコミュニテイが協力する形と 

       なっている。 

       従来からの経緯もあり各自治会が分担して協力している。 

       逆瀬台自治会は（アイスクリーム）を、光ガ丘自治会は（紙芝居）青葉台 

自治会は（竹馬、コマ廻し）など昔遊びコーナーを 

2 丁目自治会は（輪投げ）を担当する。 

  議案（４）10／3（土）雨天順延 4 日（日）、逆小運動会「ボール運びリレー」 

                                 （会長より説明） 

      （３）及び（４）何れも全会一致で承認 

 

 《その他事項について》 

  濱名役員より西山住宅前の歩道設置について問題提起があったが、すでに「地域 

創造会議」などで数回にわたり兵庫県・宝塚市に提案しているが、未だ西山住宅 

内部で意見が纏っておらずコミュニテイとして取り上げる迄には至らなかった。 

 

以上 
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